
団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.1 ％） （達成度 114.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 104.9 ％） （達成度 100.4 ％） Ａ Ａ 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 41.2 ％） （達成度 290.4 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.0 ％） （達成度 155.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 138.0 ％） （達成度 135.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 112.0 ％） （達成度 142.9 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 53.1 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 廃止 廃止

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導

個人小規模事業者の自主記
帳能力を養成し、小規模事
業者の経営改善に資するこ
とを目指し、記帳から決算
申告に至る一貫した記帳継
続指導を行う。また、希望
される全案件を電子申告対
応としていく。

・指導事業所数  64事業所
・指導延日数　538日
・指導延回数  693回
・電子申告数 55件

小規模事業者

指標

指導事業所数

指標

目標
数値

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 各種制度改正、補助金

等、小規模事業者の体質
改善支援並びに各種施策
普及を行うことができ
た。

実績
数値

572,000
実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの事業所
の課題を把握し、
解決提案する事業
計画づくりの伴走
型支援に注力して
いく。

○
巡回・窓口相談指
導事業

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

目標
数値

61
実績
数値

64
目標
数値

690
実績
数値

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

小規模事業者

指標

集団指導年間受講者数

指導延回数
経理事務の省力化の他、
売上状況や経費等の速や
かな把握により、経営改
善策定や経営の方向性・
営業方針の決定等に有効
であった。また、マイナ
ンバーカードを利用して
の電子申請も行うことが
できた。

総
合
評
価

小規模事業者の創業・経営
革新へ積極的な支援・促進
を実施すべく、窓口での相
談指導や巡回相談指導によ
り各事業所に対し伴走型支
援を行う。

・巡回・窓口指導（非会
員）
　実企業数 905(107)
　延べ指導件数
1,802(139）
・課題解決提案件数 57件
・経営革新承認件数 6件

1,802
目標
数値

50

総
合
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

693

機械的に毎月帳簿
入力をするだけで
なく、試算表から
見えてくる数値を
事業所へ理解して
もらうような指導
をしていく。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
151

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

アフターコロナにお
いて、より実益に繋
がる内容や、IT化や
DXなどの講習会を検
討し、小規模事業者
の満足度を向上させ
る。
個別講習会は、相談
需要が高く目標値を
上げる。

青年部・女性部
事業

青年部では、若手経営者・後継
者・幹部職員等が、研修や商工会
議所活動への参画、協力を通じて
地域経済、地域社会の繁栄に貢献
する。また、これらの事業を通
じ、会員相互の連携と人脈作りに
繋げる。女性会では、会員の資質
向上を図るとともに、街の活性化
に積極的に取り組む。

【青年部】会員参加率：69％
・総会3回、参加率100％※出席の
委任状含む
・役員会12回、参加率99％
・研修会及び視察研修、参加率
36％
・一般事業、参加率41％
【女性会】会員参加率：67.5％
・役員会12回、参加率80％
・一般事業3回、参加率55％

小規模事業者
等における
若手経営者

（後継者等）
並びに

女性経営者

指標

指標

個別指導年間受講者数
集団指導は、地域中小・小規
模事業者のニーズに応え、受
講者には今後の経営安定の一
助に繋がった。個別指導は、
小規模事業者が抱える問題点
（新型コロナウィルス感染対
策含む）について、専門家を
交えた解決策を見出し、事業
計画策定など経営安定に資す
ることができた。

目標
数値

170
実績
数値

70
目標
数値

52

創業支援

創業希望者及び創業5年以内
の小規模事業者の知識習
得、創業計画策定を支援す
ることで、事業者のスムー
ズな開業を促し、地域の経
済の活発化と雇用の維持を
図る。

創業支援件数45件
管内創業者数4名
起業家支援セミナー受講者
数31名
ハンズオン支援者数0名

創業希望者
及び

創業後5年以内
の

小規模事業者

指標

創業相談延べ件数

講習会等

小規模事業者の経営知識の
普及と経営の安定を図るた
め、集団講習会を開催す
る。個別講習会では、専門
家による課題解決や事業計
画策定・実行支援への助
言・指導を行う。

・集団指導
9回　受講者70名（全体113
名）
・個別指導
96回　受講者数151名
（全体176名）

開催方法、開催時
間等検討すると共
に、経営発達支援
計画に基づいた事
業を実施し、創業
支援数、参加者数
を増やしていく。

○

目標
数値

60
実績
数値

45
目標
数値

20

指標

起業家支援セミナー受講者
数

支援機関が創業支援を重視し
ており、事業者数の自然減を
抑えるとともに地域の活力づ
くりに繋げている。コロナ禍
だが、創業者の意欲は高く、
創業計画作成を機とした継続
的な伴走支援を実施すること
により、創業後の安定的な経
営及び変化に対応できる経営
力の向上に繋がっている。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
31

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

50
実績
数値

69
目標
数値

青年部会員参加率

指標

女性会会員参加率

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新しい行動様式に
合った事業を開催
し、より会員の参
加率を高めるとと
もに、資質向上に
努める。

青年部は令和4年度はコロナ禍
の中でも歩みを止めることな
く、予定されていた事業を全
て実施することができた。そ
の中で事業に参加していただ
いた会員には、交流と研鑽に
資する活動ができたと思われ
る。女性会も感染症対策を施
し地域貢献活動を中心に事業
を実施。地域との交流・振興
に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

50
実績
数値

67.5

令和5年度の若手
後継者等育成事業
としては、青年部
視察会への参加を
予定しているた
め、目標・実施方
法ともに変更す
る。

目標
数値

25
実績
数値

28
目標
数値

70

指標
事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

事業参加者数

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

アンケート調査結果
当日は秋田行きの航空券の
関係で現地参加が15名に限
られた状況であったが、オ
ンライン登録で半田から参
加された会員も13名おり、
参加いただいた方や青年部
会員の満足度は非常に高
く、開催した意義があっ
た。

総
合
評
価

若手後継者育成事
業
（会社視察）

経営環境が絶えず変化する
中、市内の女性経営者は増
加しており、女性目線で新
規事業や改革を実施する。
他の女性経営者の会社の視
察や勉強会を行い、経営手
腕を学ぶとともに、事業所
の魅力づくりを図る。

日時：令和5年1月19日(木)
視察先：三重県伊賀市・若戎酒
造㈱
講師：
若戎酒造㈱／重藤邦子氏
森喜酒造場／森喜るみ子氏
㈱大田酒造／　大田智洋氏
テーマ：～モノづくりの現場か
ら経営者への輝ける道のりを聴
く～
参加者数：17名
アンケート調査結果：回収率
100％

女性会会員

指標

事業参加者数

若手後継者育成事
業
（全国大会参加）

全国大会での各地商工会議
所青年部の青年経済人が交
流と研鑚を通じて次代への
先導者としての意識高揚を
図る。また、新しい地域文
化の創造と豊かで住みやす
い地域づくりに向けた青年
の役割と責務について認識
を深める。

日程：令和5年2月17日（金）～18
日（土）
場所：秋田県秋田市内
参加者数：28人（現地参加・オン
ライン参加含む）
アンケート調査結果：◆アンケー
ト調査結果：100％
※満足・どちらかといえば満足・
どちらかといえば不満・不満の四
段階にて、上位2項目の回答率

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部

職員

令和5年度の若手
後継者等育成事業
としては、女性会
視察会は予定して
いないため、廃止
する。

目標
数値

32
実績
数値

17
目標
数値

100

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

アンケート調査結果
女性経営者が女子会として
タッグを組み活躍されてい
る姿に触れ、参加した女性
会会員は良い刺激を受ける
ことができた。女子会とし
て同業種のノウハウを活か
した取り組みのお話では情
報交換の実用性を再認識す
ることができた。また2年ぶ
りの視察研修会は会員相互
の交流の場ともなった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 431.3 ％） （達成度 99.0 ％） Ａ Ａ 上げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 50.0 ％） （達成度 59.3 ％） Ｃ Ｂ 現行どおり 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 137.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 250.0 ％） （達成度 94.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 136.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 105.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

若手後継者育成事
業
（セミナー）

昨今、SDGsへの取り組み
は、企業価値を表す指標と
しても注目されている。
女性会事業所および一般会
員事業所のSDGsに関するセ
ミナーを実施し今後の経営
に役立てられるようにする
とともに、SDGsへの取り組
みを活発化させる。

日時：令和４年9月4日（日）
10時～12時
場所：知多信用金庫　ほしざき
ホール
講師：若山陽一郎氏（㈱和愛グ
ループ　代表取締役）
対象：半田商工会議所会員
受講者：138名（内女性会員30名）
◆アンケート結果：99％
※回収数のうち、満足・どちらか
と言えば満足の回答率

女性会会員並
びに関係者等

指標

事業参加者数
テーマと講演内容
の相違を指摘する
アンケート内容が
一部見受けられ
た。講演タイトル
の設定に留意し
て、来年度はテー
マも対象者も変え
るため、目標値の
変更を行う。

目標
数値

32
実績
数値

138
目標
数値

100

指標

アンケート調査結果
経営者としてのみならず、
家庭やコミュニティに属す
る人としてコミュニケー
ションの重要性を理解し、
実践したいとの感想が多く
得られた。SDGsや自己の目
標の達成のためにもコミュ
ニケーションの重要性を再
認識した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

99

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商談会・
ビジネスマッチン
グ事業

展示会や商談会により、市
内事業者の販路拡大を図
る。また、金融機関等との
連携を強化し、食のビジネ
スフェア 「あいち知多半島
メッセ」に取り組む。

アライアンスパートナー発掘市
2022（7/4～7/8）：参加事業所数
16社、商談確定件数50
食のビジネスフェア　あいち知多
半島メッセ2023　出展事業所数33
社（小規模事業者21社）
三河・知多商談会（発注企業3社、
受注企業2社）

中小・小規模
事業者

指標

アライアンスパートナー
事業商談確定件数

指標

知って得するゼミナール
受講者数

半田市商業施設助成事業で
は、中心市街地を中心に案件
利用数は減少し、改装案件も
全体の内１件。コロナ禍にお
いても、市内の商業活性化に
寄与できた。
知って得するゼミナール事業
は、昨年度に引き続きコロナ
禍での開催並びに広報手段の
変更により、参加者は伸び悩
んだ。参加店舗は、十分なコ
ロナ対策を施しての実施な
ど、ウィズコロナを踏まえた
動きは見受けられた。

目標
数値

10
実績
数値

5
目標
数値

140

観光振興・
醸すブランド化事
業

「醸造業」と「醸造文化」に着
目した取り組み「醸-KAMOSU-事
業」により、賑わいの創出と販
売拡大を促し、小規模事業者の
振興と経営安定を図る。
また、「半田運河」への誘客に
努める半田市、半田市観光協会
等への商品開発支援・販促支援
を通し、中小・小規模事業者の
「稼ぐ力」づくりを図る。

・withChita-Shu事業…参加事業者
数14事業者
・半田すしガイド事業…参加事業
者数20事業者
・半田めぐりん事業（めぐりん
マップデジタル）…参加事業者数
132事業者
・ECサイト「うまいの根っこ」参
加事業者数10事業者
・ECサイト「いいかも半田セレク
ト」参加事業者数72事業者
・知多半島観光圏協議会への参画

中小・小規模
事業者

指標

中小・小規模
事業者

指標

半田市商業施設助成事業
利用数

商店街・街づくり
事業

市内商店街の衰退が進み、
中心市街地の活気が無く
なっている。そこで、商工
会議所、中心市街地3商店
街、市商連、㈱はんだ賑わ
いビル開発、㈱トロワ・ア
バンセの5団体が中心となり
賑わい創出をし、まちづく
りと市内商店街・中心市街
地の活性化を推進する。

・半田市商業施設助成事業
利用：5事業所
・知って得するゼミナール
参加店舗：16店舗
受講者数83名

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き事業者の
意識づくり、意識
向上を図る取り組
みを実施し、参加
事業者数の更なる
増加に努める。目
標値を当所が実施
する事業参加のみ
に変更する。

目標
数値

180
実績
数値

248
目標
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商業施設助成事業は
予算枠が拡充された
が、目標件数のみな
らず、予算消化達成
に努める。
知って得するゼミ
ナール事業企画の変
更が見込まれている
ため、指標をにぎわ
い事業参加店舗数に
変更し、目標値も変
更とする。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

83

会議・事業実施回数

指標

地域資源の「醸造」を活
かした食関連事業は、市
民をはじめ、当地を訪れ
る観光客への発信とな
り、事業者の意識づくり
を図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事業参加事業者数

引き続きアライア
ンスパートナー発
掘市、食のビジネ
スフェアの取り組
みを継続し、中
小・小規模事業者
の販路拡大に寄与
する。

○

目標
数値

20
実績
数値

50
目標
数値

35

指標

ビジネスフェア出展事業所
数

商談会に市内事業者が参
加することにより、市外
の新たな取引先を開拓す
ることができ、事業の拡
大に繋げることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
33

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

福利厚生事業

中小・小規模事業者の健全
な経営、雇用を図るため、
各種共済制度を普及し福利
厚生の充実を図る。また、
職域接種等を実施し、従業
員の健康増進維持に資す
る。

あおぞら共済加入促進キャ
ンペーン春・秋に実施
共済新規加入者数:93人
新型コロナワクチンの職域
接種
接種人数 3・4回目 5,936人

中小・小規模
事業者

指標

指標
部会・委員会活動を通じ
て、地域や中小・小規模
事業者の支援になる事業
が実施できた。

目標
数値

60
実績
数値

65
目標
数値

検定等支援事業

各種検定試験を実施し、地
域の人材育成を支援するほ
か、地域社会に貢献する。

検定試験の開催
（珠算・簿記 ・リテール
マーケティング）
検定受験者数:　2,050名
※いずれもネット試験含む

中小企業従業
員や一般市民

指標

中小・小規模
事業者

指標

検定受験者数

部会・委員会事業

企業ニーズに合った事業企画を実
施し、事業所の発展に寄与する。
部会・委員会の会議並びに研修会
等を通じて事業所間での異業種交
流も図られ、経営改善事業との相
乗効果が見込まれる。

部会：会議36回、事業18回
委員会：会議8回、事業3回

今年度は、予定通
り検定が施行さ
れ、受験者はほぼ
目標数であった。
今後、情報提供な
どに努めると共
に、受験者増加を
目指す。

目標
数値

1,500
実績
数値

2,050
目標
数値

指標

日商検定を通じて、地域
の人材育成に繋げた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後は、アフターコ
ロナ・ウィズコロナ
を考慮した部会・委
員会事業を通じて小
規模事業者の支援に
繋げていく。

目標
数値

140
実績
数値

93
目標
数値

あおぞら共済新規加入者数
指標 実

施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後もキャンペー
ンを実施し、より
多くの事業所へあ
おぞら共済の加入
をすすめる。目標
値は現状を考慮し
下げる。

あおぞら共済加入促進
キャンペーンを通じて、
従業員の福利厚生制度の
提案ができ、共済新規加
入に繋げることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

今後とも、より多
くの労働保険事務
組合受託事業所を
維持する。

目標
数値

270
実績
数値

285
目標
数値

指標 事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標
委託事業場数

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険に関する事務処
理の軽減と、適正処理が
図れた。

総
合
評
価

産業団体等指導事
業

小規模事業者主体の団体へ
の組織運営手法などの指導
を通じ、参加組合員の経営
改善の一助とする。

・半田市商店街連合会18回
・日本珠算連盟半田支部 5回
・(公財)日本電信電話ユーザ協
会知多地区協会3回
・経営者協会3回
・衣浦港振興会8回
・日東会5回

各種団体の
会員

指標
事業実施回数

労働保険事業
（労働保険事務組
合）

事業主に代わって各種届出等労
働保険の事務を処理することで
中小企業事業主の事務負担を軽
減するとともに、労働保険の適
用促進及び各種制度の推進を図
る。

・中小事業主の労働保険事
務の代行委託事業場数　285
事業場

小規模事業者

各団体と連携し、
小規模事業者に必
要な事業を開催
し、経営力の強化
を図るとともに、
地域活性化の一役
を担う。

目標
数値

30
実績
数値

42
目標
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

地域社会に対する貢献、
各団体の強化と事業所の
経営力強化が図られた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 46.6 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

調査・広報事業

経営状況を取り巻く変化に対応
するため、地域の動向・情報を
円滑に提供する。会報誌『カイ
ギショゲッポウ』、メールマガ
ジン、LINE等による情報発信に
より、事業者の経営の方向性を
決定する一助を担う。

・景気動向実態調査を調査
先60事業所に、4半期に一度
実施。
・LINE公式アカウント友だ
ち登録数：233名

中小・小規模
事業者

指標

景気動向実態調査
調査先事業所数

景気動向実態調査
は訪問先への支援
をより密なものに
していく。LINE公
式アカウントの登
録者数を300名の目
標とし、着実な周
知を目指す。

○

目標
数値

60
実績
数値

60
目標
数値

500

指標

LINE公式アカウント
友だち登録数

景気動向実態調査を調査先
60件に4回行い、取り纏めた
情報を次調査時に提供でき
た。LINE公式アカウントに
ついては日々のタイムリー
な情報提供を心がけてお
り、登録者からの反応もあ
る。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
233

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


